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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第147期
第２四半期
連結累計期間

第148期
第２四半期
連結累計期間

第147期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 42,668 64,426 100,966

経常損益 (百万円) △2,067 3,118 1,331

四半期(当期)純損益 (百万円) △3,234 2,167 611

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △6,058 △328 △604

純資産額 (百万円) 82,187 87,182 87,600

総資産額 (百万円) 147,349 156,756 156,103

１株当たり四半期(当期)
純損益金額

(円) △19.68 13.20 3.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.2 54.0 54.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,258 3,239 5,509

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,215 △751 1,596

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,920 △5,420 △2,736

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 39,428 36,376 39,053

　

回次
第147期
第２四半期
連結会計期間

第148期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損益金額 (円) △4.90 7.89

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第147期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業会

計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４.「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、第147期第２四半期連結累計期間は１株当たり

四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第147期及び第148期第２四半期連結累計期間は潜在株式が存

在しないため、当該欄は「―」と記載しております。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したものであ

ります。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、前半は欧州での金融不安をはらみながらも拡大基調

で推移いたしました。後半は欧州の金融・債務問題、米国の経済対策効果の薄れ、中国の金融引き締めの

影響などが顕在化し、外国為替市場が不安定な動きを見せ、世界同時株安が進行し、先行き不透明感が拡

がる展開となりました。

わが国の経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災の直後は急激に落ち込んだものの、５月以降は

サプライチェーンの復旧に伴い、急速に持ち直してまいりました。

工作機械業界につきましては、最大需要国の中国において減速傾向が続きましたが、欧米での受注回

復、内需の着実な増加の中、緩やかな増加基調で推移いたしました。

このような状況の下、当グループは経営指針「グローバル70」を掲げ、グローバル販売戦略、プレミア

ム・プロダクト戦略、グローバル・コスト戦略を進め、業績向上に努めてまいりました。

「グローバル70」は、先進国市場の需要を確実に獲得し、新興国で新たな市場・顧客開拓を進め、海外

売上高比率を70％に高めて、受注・売上の拡大、収益の拡大を図る考えであります。

グローバル販売戦略におきましては、販売・サービスネットワークのさらなる強化・充実、オークマブ

ランドの市場への浸透を進めてまいりました。

中国において西安に９番目となる販売・サービス拠点を新設、既存の米・欧のグローバル拠点につい

ても引き続き販売力・サービス力の強化を進めてまいりました。

平成23年４月、９月にそれぞれ開催された「中国国際机床展覧会（CIMT）」、「欧州国際工作機械見本

市（EMO）」など海外の展示会に、強みとする高付加価値マシン、独自の知能化技術を出展、アピールする

など、オークマブランドの市場への浸透を図ってまいりました。

プレミアム・プロダクト戦略におきましては、高品質・高付加価値を基軸とした商品戦略の下、新商品

の開発、新技術の開発を進めてまいりました。

新商品開発につきましては、インテリジェント複合加工機MULTUS B200Ⅱ、MULTUS B300Ⅱ、高精密立形

マシニングセンタ MP-46V、５軸制御立形複合加工機VTM-1200YB、横形マシニングセンタMA-500HⅡ、
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MA-600HⅡなど、高付加価値マシンの開発を進めてまいりました。さらに、プレミアム・エコ「GENOS」シ

リーズにおいては、NC旋盤のラインアップの強化を進めてまいりました。

新技術開発については、プレミアム・プロダクトの機能・性能をさらに高める知能化技術の強化を進

め、製品の差別化を図ってまいりました。知能化技術の一つである「加工ナビ」は、生産性向上に大きな

効果をもたらす機能などが評価され、2010年度日本機械学会賞（技術）を受賞いたしております。

グローバル・コスト戦略におきましては、国内２工場（本社工場、可児工場）での集中生産体制の下、

製造効率の向上、製造変動費の引き下げを継続して進め、収益力の強化を図ってまいりました。また海外

２工場（台湾、北京）においては、生産能力拡大、製造効率向上に努めてまいりました。

このように、「グローバル70」の戦略を確実に実行してまいりました結果、当第２四半期連結累計期間

における連結受注高は697億１千８百万円（前年同四半期比35.7％増）、連結売上高は644億２千６百万

円（同51.0％増）、営業利益は36億９千９百万円（前年同四半期は営業損失15億５千８百万円）、経常利

益は31億１千８百万円（前年同四半期は経常損失20億６千７百万円）、四半期純利益は21億６千７百万

円（前年同四半期は四半期純損失32億３千４百万円）となりました。

　
次に、セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　
①　日本

震災の影響が懸念されましたが、自動車関連、建設機械、液晶・半導体装置、産業機械関連向けを中
心に需要が回復してきております。このような状況の中で、売上高は597億１千１百万円（前年同四
半期比64.1％増）、営業利益は32億３千３百万円（前年同四半期連結累計期間は営業損失21億３千
３百万円）となりました。

　
②　米州

自動車関連、資源・エネルギー関連、建設機械向けを中心に需要は拡大基調で推移しております。

このような状況の中で、売上高は154億２千８百万円（前年同四半期比66.0％増）、営業利益は１１

億７千７百万円（前年同四半期比250.1％増）となりました。

　
③　欧州

自動車関連、建設機械、航空機、産業機械関連向けを中心に引き続き需要が回復してきております。

このような状況の中で、売上高は84億４千４百万円（前年同四半期比64.8％増）、営業利益は７千４

百万円（前年同四半期連結累計期間は営業損失２億５千２百万円）となりました。

　
④　アジア・パシフィック

自動車関連、建設機械、産業機械関連向けを中心に需要が概ね高い水準で推移しました。このよう

な状況の中で、売上高は71億７百万円（前年同四半期比69.6％増）、営業利益は３億９千６百万円

（前年同四半期比107.6％増）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結累計期間と比較して30

億５千２百万円減少し、363億７千６百万円となりました。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、32億３千９百万円の収入となりました（前年同四半期連結累

計期間は22億５千８百万円の収入）。主な資金の増加項目としては、税金等調整前四半期純利益30億２千

２百万円、減価償却費21億７千３百万円、及び仕入債務の増加64億６千４百万円であります。一方、主な資

金の減少項目としては、たな卸資産の増加62億６千万円であります。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、７億５千１百万円の支出となりました（前年同四半期連結累

計期間は12億１千５百万円の収入）。主な資金の減少項目としては、有形固定資産の取得による支出５億

３千５百万円、及び無形固定資産の取得による支出６億５千７百万円であります。一方、資金の増加項目

としては、定期預金の純増減額による８億８千万円であります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、54億２千万円の支出となりました（前年同四半期連結累計期

間は19億２千万円の収入）。主な資金の減少項目は、長期借入金の返済による支出51億８百万円でありま

す。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当グループの研究開発費の総額は、1,022百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 493,862,000

計 493,862,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 168,775,770168,775,770
東京証券取引所
名古屋証券取引所
各市場第一部

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 168,775,770168,775,770― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ― 168,775 ― 18,000 ― 39,951
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 14,810 8.77

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 12,564 7.44

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 10,685 6.33

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 7,975 4.72

中央三井信託銀行株式会社
(常任代理人日本トラスティ・
 サービス信託銀行株式会社)

東京都港区芝３丁目33番１号
(東京都中央区晴海１丁目８番11号)

4,045 2.39

オークマ取引先持株会 愛知県丹羽郡大口町下小口５丁目25番地の１ 3,454 2.04

岡谷鋼機株式会社 愛知県名古屋市中区栄２丁目４番18号 3,183 1.88

資産管理サービス信託銀行    
株式会社（証券投資信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 2,902 1.71

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７番３号 2,296 1.36

野村信託銀行株式会社
（投信口）

東京都千代田区大手町２丁目２番２号 2,080 1.23

計 ― 63,997 37.91

(注) １　上記のほか当社所有の自己株式4,433千株(2.62％)があります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 12,564千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 10,685千株

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 2,902千株

３　三井住友トラスト・ホールディングス株式会社から平成23年10月27日付で大量保有報告書の写しの提出があ

り、平成23年10月21日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けております。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜４丁目５番33号 3,743 2.21

中央三井アセット信託銀行
株式会社

東京都港区芝３丁目23番１号 2,186 1.29

中央三井信託銀行株式会社 東京都港区芝３丁目33番１号 4,045 2.39

中央三井アセットマネジメン
ト株式会社

東京都港区芝３丁目23番１号 372 0.22

日興アセットマネジメント
株式会社

東京都港区赤坂９丁目７番１号 5,953 3.52

ＣＭＴＢエクイティインベス
トメンツ株式会社

東京都港区芝３丁目33番１号 1,180 0.69
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４　株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから平成23年10月31日付で大量保有報告書の写しの提出があ

り、平成23年10月24日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けております。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
東京都千代田区丸の内２丁目７番
１号

7,975 4.72

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内１丁目４番
５号

2,283 1.35

三菱ＵＦＪ投信株式会社
東京都千代田区丸の内１丁目４番
５号

1,888 1.11

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目５番
２号

1,135 0.67

エム・ユー投資顧問株式会社
東京都中央区日本橋室町３丁目２
番15号

2,716 1.60

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通
株式

4,433,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通
株式

162,916,000162,916 ―

単元未満株式
普通
株式

1,426,770― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 168,775,770― ―

総株主の議決権 ― 162,916 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１千株（議決権１個）含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式689株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オークマ株式会社

愛知県丹羽郡大口町下小口
５丁目25番地の１

4,433,000 ― 4,433,0002.62

計 ― 4,433,000 ― 4,433,0002.62
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(１) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役
営業本部長兼オークマ　ヨー
ロッパGmbH担当兼海外本部管掌
兼サービス本部管掌兼人事部管
掌兼オークマ　アメリカ　Corp.
管掌

専務取締役
営業本部長兼海外本部管掌兼
サービス本部管掌兼オークマ
　アメリカ　Corp.管掌兼オー
クマ　ヨーロッパGmbH管掌

森　　　義　彦 平成23年７月１日

常務取締役
ＦＡシステム本部長兼情報シス
テム部長兼輸出管理室担当兼調
達部管掌

常務取締役
ＦＡシステム本部長兼情報シ
ステム部長兼輸出管理室担当

領　木　正　人 平成23年７月１日

常務取締役
製造本部長兼大同大隈股?有限
公司担当兼北一大隈(北京)机床
有限公司担当兼技術本部管掌

常務取締役
製造本部長兼大同大隈股?有
限公司担当兼北一大隈(北京)
机床有限公司管掌

竹　原　幸　治 平成23年７月１日

取締役
総務部担当兼内部監査室担当

取締役
総務部担当兼経理・企画部担
当兼人事部管掌兼内部監査室
管掌

冨　田　俊　雄 平成23年７月１日

取締役
サービス本部長兼アジアサービ
スセンター長兼可児工場長

取締役
サービス本部長兼サービス部
長兼アジアサービスセンター
長兼可児工場長

伊　藤　正　道 平成23年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 42,181 38,606

受取手形及び売掛金 26,735 26,057

有価証券 － 299

たな卸資産 ※１
 34,472

※１
 39,551

その他 4,661 7,167

貸倒引当金 △471 △444

流動資産合計 107,579 111,238

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,006 14,662

その他（純額） 12,088 11,855

有形固定資産合計 27,095 26,517

無形固定資産 2,424 2,258

投資その他の資産

投資有価証券 15,251 13,639

その他 3,817 3,113

貸倒引当金 △64 △9

投資その他の資産合計 19,004 16,742

固定資産合計 48,524 45,518

資産合計 156,103 156,756
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,957 28,098

短期借入金 129 124

1年内返済予定の長期借入金 9,509 8,312

未払法人税等 596 467

賞与引当金 1,235 1,958

役員賞与引当金 19 22

その他の引当金 248 271

その他 6,932 7,749

流動負債合計 41,627 47,005

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 18,237 14,334

退職給付引当金 881 905

その他の引当金 85 94

負ののれん 104 19

その他 2,565 2,214

固定負債合計 26,875 22,568

負債合計 68,503 69,573

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,673 41,673

利益剰余金 34,392 36,668

自己株式 △3,242 △3,248

株主資本合計 90,823 93,093

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 946 △166

為替換算調整勘定 △6,520 △8,287

その他の包括利益累計額合計 △5,574 △8,454

少数株主持分 2,351 2,544

純資産合計 87,600 87,182

負債純資産合計 156,103 156,756
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 42,668 64,426

売上原価 33,692 47,434

売上総利益 8,976 16,991

販売費及び一般管理費 ※１
 10,534

※１
 13,292

営業利益又は営業損失（△） △1,558 3,699

営業外収益

受取利息 68 73

受取配当金 100 128

持分法による投資利益 31 8

その他 425 336

営業外収益合計 626 546

営業外費用

支払利息 420 320

為替差損 444 428

その他 269 379

営業外費用合計 1,135 1,128

経常利益又は経常損失（△） △2,067 3,118

特別損失

投資有価証券評価損 765 －

その他 － ※２
 95

特別損失合計 765 95

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,833 3,022

法人税等 310 692

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△3,144 2,329

少数株主利益 89 162

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,234 2,167
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△3,144 2,329

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,233 △1,110

為替換算調整勘定 △1,673 △1,542

持分法適用会社に対する持分相当額 △7 △5

その他の包括利益合計 △2,914 △2,658

四半期包括利益 △6,058 △328

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,090 △521

少数株主に係る四半期包括利益 31 192
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,833 3,022

減価償却費 2,660 2,173

負ののれん償却額 △248 △85

貸倒引当金の増減額（△は減少） 70 △59

賞与引当金の増減額（△は減少） 60 735

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 △270

受取利息及び受取配当金 △169 △201

支払利息 420 320

為替差損益（△は益） 249 △1,688

持分法による投資損益（△は益） △31 △8

投資有価証券評価損益（△は益） 765 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,533 418

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,142 △6,260

仕入債務の増減額（△は減少） 8,074 6,464

その他 △848 △390

小計 2,509 4,173

利息及び配当金の受取額 205 232

利息の支払額 △448 △330

法人税等の支払額 △675 △838

法人税等の還付額 668 2

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,258 3,239

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △299

有形固定資産の取得による支出 △405 △535

有形固定資産の売却による収入 2,175 1

定期預金の純増減額（△は増加） － 880

無形固定資産の取得による支出 △472 △657

投資有価証券の取得による支出 △22 △10

その他 △59 △129

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,215 △751

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △133 22

長期借入れによる収入 6,507 7

長期借入金の返済による支出 △4,419 △5,108

リース債務の返済による支出 △8 △7

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △24 △5

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

配当金の支払額 － △328

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,920 △5,420

現金及び現金同等物に係る換算差額 △791 △61

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,603 △2,994

現金及び現金同等物の期首残高 34,825 39,053

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 317

現金及び現金同等物の四半期末残高 39,428 36,376
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、重要性が増した大隈机械(上海)有限公司を連結の範囲に含めております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品 13,243百万円

仕掛品 16,531　
原材料及び貯蔵品 4,696　

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

商品及び製品 14,821百万円

仕掛品 18,979　
原材料及び貯蔵品 5,750　

　２　受取手形裏書譲渡高は、77百万円であります。 　２　受取手形裏書譲渡高は、157百万円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 2,073百万円

販売諸掛 1,270

報酬、給料及び手当 2,681

福利費及び退職年金 367

旅費通信費 580

研究開発費 549

減価償却費 196

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

運賃荷造費 3,361百万円

販売諸掛 1,432

報酬、給料及び手当 3,378

福利費及び退職年金 429

旅費通信費 710

研究開発費 633

減価償却費 189

　２　　　　　　 ────────　 ※２　東日本大震災復旧支援費であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 44,195百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △4,766

現金及び現金同等物 39,428
 

１　現金及び現金同等物の四半期末残高と連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 38,606百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △2,229

現金及び現金同等物 36,376
 

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 328 2 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 493 3 平成23年９月30日 平成23年11月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)
　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　

（単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結損益　
計算書
計上額
（注）２

日本 米州 欧州
アジア・パ
シフィック

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 24,9279,2705,086 3,38342,668 ― 42,668

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

11,467 23 38 806 12,337△12,337 ―

計 36,3959,2945,125 4,19055,005△12,33742,668

セグメント損益 △2,133 336 △252 191 △1,858 299△1,558

　（注）１. セグメント損益の調整額299百万円は、未実現利益の消去他であります。

　　　　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)
　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結損益　
計算書
計上額
（注）２

日本 米州 欧州
アジア・パ
シフィック

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 35,94815,3898,373 4,71564,426 ― 64,426

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

23,762 39 70 2,39126,264△26,264 ―

計 59,71115,4288,444 7,10790,691△26,26464,426

セグメント利益 3,2331,177 74 396 4,882△1,1823,699

　（注）１. セグメント利益の調整額△1,182百万円は、未実現利益の消去他であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

 １株当たり四半期純損益金額 △19円68銭 13円20銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損益金額(百万円) △3,234 2,167

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純損益金額(百万円) △3,234 2,167

    普通株式の期中平均株式数(株) 164,308 164,213

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため、当第２四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。　

　

２ 【その他】

第148期(平成23年４月１日から平成24年３月31日まで)中間配当について、平成23年10月31日開催の取締

役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額    493百万円

②  １株当たりの金額 ３円

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

オークマ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人
　

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　 公認会計士　　名　　倉　　幸　　一　　㊞

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　　内　　佳　　紀　　㊞

　 　 　
指　定　社　員
業務執行社員　公認会計士　　田　　中　　登 志 男 　 ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー
クマ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オークマ株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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